
平成２４年度 アクションプログラム実施メニュー表

屋久島森林管理署

取 組 名 間伐材等地域木材の利用促進及び流通体制の確立

流 域 名 熊毛流域

取組の背景及 屋久島では、戦後植林された人工林が民有林・国有林併せて
び必要性 約 11千 haあり、その大半が木材としての利用期を迎えている。

しかし、間伐材の一部は島外出荷されているものの島内需要は
低迷していることから、官民による地域材の利用を促進する取
り組みが行われており、国有林の木材安定供給を含め、民有林
へ積極的に協力することで地域林業の活性化に貢献する。

【全体の取組内容】
取組予定期間：Ｈ 24年度
取組内容：森林・木材産業関係者と行政機関等が連携する会

議等で施策等の助言を行うとともに、国有林材と
民有林材との調整を図り、地域材の安定供給体制

取 組 の 内 容 づくりに努め、地域材の利用促進及び流通体制を
確立する。

【平成24年度の取組内容】
地域材活用のための官民による会議やフォーラム等に参加

し、地域材の安定供給に係る調整や認証制度づくり、新たな製
品開発、販路拡大等への助言等を行う。

国有林担当 屋久島森林管理署
部局・役割 （木材の安定供給、情報発信、助言）

連携協働相 町、森林組合等 （木材の安定供給）
手先・役割 森林・木材産業関係者 （製品開発、販路開拓、フォーラム）

取 組 目 標 地域材の利用促進を図り、新たな流通体制を確立する。



平成２４年度 アクションプログラム実施メニュー表

屋久島森林管理署

取 組 名 民有林と協調した森林整備の推進

流 域 名 熊毛流域

取組の背景及 民有林と国有林が一体となって効率的に路網整備や間伐等の
び必要性 森林整備に取り組むための森林共同施業団地の設定を推進し、

民有林関係者との一層の調整、協力が必要となっている。

【全体の取組内容】
取組予定期間：Ｈ 23年度～Ｈ 24年度
取組内容：町、森林整備公社、森林組合と森林整備推進協定

を締結し、民有林と協調した森林整備の推進に努
め、広く民有林所有者の理解の醸成を図り、森林
共同施業団地を拡充する。

取 組 の 内 容 【これまでの取組内容】
平成 22 年度、森林共同施業団地化を推進するためのプロジ

ェクトチームを署内に設置。平成 23 年度、民有林関係者等と
勉強会を開催して、図面や森林情報の共有化を図り、メリット、
問題点等を整理。平成 23 年 8 月 10 日、屋久島地域森林整備推
進協定を締結した。
【平成24年度の取組内容】
森林整備推進協定の運営に関する事項について運営会議を開

催し、森林整備推進実施計画を着実に推進する。

国有林担当 屋久島森林管理署 (運
部局・役割 営会議の開催(事務局)、森林整備推進実施計画の着実な推進)

連携協働相 屋久島町、鹿児島県森林整備公社、屋久島森林組合
手先・役割 （森林整備推進実施計画の着実な推進）

取 組 目 標 森林整備推進実施計画の着実な展開。



平成２４年度 アクションプログラム実施メニュー表

屋久島森林管理署

取 組 名 地域住民へ治山事業に関する情報の発信

流 域 名 熊毛流域

取組の背景及 森林の維持造成を通じて、国土の保全や安全で安心な生活の
び必要性 確保等を図るため実施している国有林の治山事業について、地

域住民等に対して必要な情報等を発信し理解の醸成を図る。

【全体の取組内容】
取組予定期間：Ｈ 23年度～Ｈ 24年度
取組内容：地域住民等を対象に防災情報や治山工事等の説明

会、見学会を実施。併せて環境に配慮した木材を
利用した工法等のＰＲに取り組む。

【これまでの取組内容】
取 組 の 内 容 地区の総会等の場を利用して、地域住民の理解の醸成を図る

ため、地区における防災情報や治山工事等の説明会の実施。
【平成24年度の取組内容】
地区における防災情報や治山工事等の説明会の実施と併せ、

流域内の小・中学校生を対象とした治山工事の見学会等に取り
組む。併せて、環境に配慮した木材を利用した工法のＰＲに取
り組む。

国有林担当 屋久島森林管理署
部局・役割 （企画、立案、町や各地区及び小・中学校との連絡調整）

連携協働相 県、町 （防災情報等の交換、各地区への情報提供）
手先・役割 教育委員会 （小・中学校への情報提供等）

取 組 目 標 実施回数：説明会１回（30名程度）、見学会１回（20名程度）
植樹体験１回（20名程度）



平成２４年度 アクションプログラム実施メニュー表

屋久島森林管理署

取 組 名 鳥獣被害対策の実施

流 域 名 熊毛流域

取組の背景及 屋久島町では、シカ生息数の増加に伴い、農林作物や希少な
び必要性 野生植物等の被害対策を求める声が顕著になっている。被害対

策については、各機関において様々な取組が講じられているが、
被害が広域化している現状から、関係機関との連携が叫ばれる
ようになってきた。このような状況から、関係機関との相互理
解を深め、民有林・国有林が連携した取組が必要である。

【全体の取組内容】
取組予定期間：Ｈ 22年度～Ｈ 24年度
取組内容：「野生鳥獣との共存に向けた生息環境整備モデル

事業」等の成果を踏まえて、屋久島町野生動物保
護管理ミーティング等を通じて、関係機関や猟友
会等と連携して、鳥獣被害対策の効果的な実施に

取 組 の 内 容 取り組むこととする。
【これまでの取組内容】
モデル事業の事業内容や職員によるくくりわなの取組などの

情報提供、屋久島町及び猟友会と協定を締結し共同捕獲に向け
た取組を実施。
【平成24年度の取組内容】
これまでの取組を踏まえ、関係機関等と連携して、より効果

的な鳥獣被害対策の実施に取り組む。

国有林担当 屋久島森林管理署 （モデル事業等による効
部局・役割 果的な被害対策等を通じた地域内の総合的な対策を推進する。）

連携協働相 環境省、屋久島町、猟友会等
手先・役割 （関係者と連携して鳥獣被害対策を推進する。）

取 組 目 標 各種会議等で関係機関等へ趣旨を説明し、理解を得る。



平成２４年度 アクションプログラム実施メニュー表

屋久島森林管理署

取 組 名 生物多様性保全のための情報交換等の実施

流 域 名 熊毛流域

取組の背景及 生物多様性保全に関する取組については、貴重な生態系を保
び必要性 全し自然と人との共生の関係から総合的に取り組む事業等を実

施している。
このような事業をはじめ関係機関が行っている関連調査等、

屋久島における保全活動の方向性や手法について連携を図るた
め、関係機関との情報交換等を実施することが重要である。

【全体の取組内容】
取組予定期間：Ｈ 22年度～Ｈ 24年度
取組内容：屋久島においては、シカや絶滅危惧種のヤクタネ

ゴヨウの生息・生育調査やモニタリング等を行っ
ており、保全活動の方向性や手法について連携を

取 組 の 内 容 図るため、関係機関との情報交換等を実施する。
【これまでの取組内容】
国有林野におけるシカ対策のあり方についての意見交換会を

実施（環境省、屋久島町、ＮＧＯ等）した。
【平成24年度の取組内容】
引き続き、各種会議等の場などを通じ、関係者等との情報交

換を実施する。

国有林担当 屋久島森林管理署
部局・役割 （関係機関との連絡調整、情報提供等）

連携協働相 環境省、屋久島町、ＮＧＯ等
手先・役割 （情報提供等）

取 組 目 標 実施回数：計２回（屋久島）、参加者数 20名程度



平成２４年度 アクションプログラム実施メニュー表

屋久島森林管理署

取 組 名 森林環境教育等の推進

流 域 名 熊毛流域

取組の背景及 民有林・国有林連携を推進するため、森林・林業活性化セン
び必要性 ター等と協働で、小・中学校を対象にお届け講座等に取り組む。

また、熊毛地区植樹祭にも協働で取り組み、地域等への情報発
信を積極的に行い、国有林野事業に対する理解の醸成に努める。

【全体の取組内容】
取組予定期間：Ｈ 21年度～Ｈ 24年度
取組内容：熊毛流域内の子供達に森林・林業についての見識

を深めてもらうため、民有林・国有林連携してお
届け講座や森林教室等の普及活動を行う。また、
流域内で開催する植樹祭にも協働で取り組む。

取 組 の 内 容 【これまでの取組内容】
島内の小・中学校の要請に応え、お届け講座を実施した。ま

た、自然休養林内での森林教室を実施した。
【平成24年度の取組内容】
森林・林業活性化センター等と連携して、流域内の小・中学

校に対し、お届け講座や自然休養林内等での森林教室を実施す
る。また、熊毛地区植樹祭にも協働で取り組む。

国有林担当 屋久島森林管理署（森林教室等の企画、森林・林業活性化セン
部局・役割 ター及び各小・中学校担任等との連絡調整及び講座等の実施）

連携協働相 森林・林業活性化センター （森林教室等の企画、実施）
手先・役割 町教育委員会 （各小中学校への情報提供等）

取 組 目 標 実施回数：森林教室等計４回、参加者数計 60名程度
植樹祭計１回、参加者数計 200名程度



平成２４年度 アクションプログラム実施メニュー表

屋久島森林管理署

取 組 名 民間団体等が行う森林整備等の支援

流 域 名 熊毛流域

取組の背景及 屋久島レクリエーションの森保護管理協議会とアサヒビール
び必要性 株式会社が協定を結び「レクリエーションの森」の整備・管理

及び活用に係る支援活動を行うこととなったことから、フィー
ルドの提供等を行うこととする。

【全体の取組内容】
取組予定期間：Ｈ 20年度～Ｈ 24年度
取組内容：屋久島自然休養林（荒川地区、白谷地区）及び大

川の滝風景林において行われる支援活動の場の提
取 組 の 内 容 供と活動内容の協議等について、アドバイスする。

【これまでの取組内容】
自然休養林内（白谷雲水峡やヤクスギランド）の木道修理・

看板清掃を実施した。
【平成24年度の取組内容】
引き続き、自然休養林内で森林整備や看板清掃等を実施する。

国有林担当 屋久島森林管理署
部局・役割 （協定者との連絡調整）

連携協働相 屋久島レクリエーションの森保護管理協議会、アサヒビール株
手先・役割 式会社 （フィールド内の環境整備等）

取 組 目 標 実施回数：計１回（屋久島）、参加者数 20名程度


